
疫学情報まとめ 　 　

１例目 ２例目【再発】 ３例目 ４例目【再発】 ５例目 ６例目 ７例目

農場情報

農場所在都道府県 佐賀県 茨城県 埼玉県 鹿児島県 群馬県 岐阜県 山口県

農場所在市町村 鹿島市 笠間市 毛呂山町 出水市 高山村 山県市 防府市

発生日（疑似患畜判定日） R5/11/25 R5/11/27 R5/11/30 R5/12/3 R6/1/1 R6/1/5 R6/1/27

用途 採卵鶏 採卵鶏 採卵鶏 採卵鶏 採卵鶏 肉用鶏
採卵用（鶏）、愛玩用（あひる、あい
がも、がちょう）

飼養羽数 約４万羽 約7.2万羽 約4.5万羽 約2.3万羽 約36万羽 約５万羽 23羽

飼養形態 ケージ飼い ケージ飼い ケージ飼い＜発生＞、平飼い ケージ飼い ケージ飼い 平飼い
平飼い（屋外エリアのある半舎飼
い）

家きん舎数 高床式開放鶏舎2棟10鶏舎
セミウインドウレス２棟＜発生＞
開放鶏舎２棟（空舎）

高床式開放３棟＜発生＞
平飼い開放１棟

２階建てセミウインドウレス鶏舎１棟
＜発生＞
使用されていない鶏舎３棟

２階建てウインドウレス鶏舎６棟 ウインドウレス鶏舎５棟
開放家きん舎（農機小屋を改修した
もの）2棟

家きん舎・ゲージ構造
（発生鶏舎）

のこぎり屋根、屋根裏無、自然換気
ひな壇式３段ケージ４レーン
通路２本

モニター有、屋根裏無
鶏舎壁面に排気ファン（防鳥ネット
あり）
直立式4段ケージ２レーン
通路３本

モニター有、屋根裏無
自然換気
ひな壇式２段ケージ10レーン
通路5本

セミモニター屋根
鶏舎側面に排気ファン
背中合わせ直立７段（１階３段、２階
４段）ケージ３列、通路４本

モニター無、屋根裏無
強制換気（鶏舎奥妻面に排気ファ
ン、手前妻面にルーバー、平面にイ
ンレット）
直立８段ケージ４列、通路５本

モニター無、屋根裏有
鶏舎側面に換気ファン

モニター無、屋根裏無
自然換気

発生鶏舎以外での
殺処分前検査陽性

× ○ － × × × ×

　うち発生家きん舎（通報時日齢）
6号舎：約4,000羽（552日齢）
7号舎：約4,000羽（350日齢）

約18,000羽（240日齢） 約17,087羽（170日齢） 約22,945羽（242日齢） 約70,510羽（233日齢） 約12,000羽（44日齢） 23羽

通報時の死亡状況

6号舎北端及び7号舎南端レーンが
接するA ライン列の奥側（東側）の
最下段でそれぞれ 14 羽及び10 羽
の死亡

鶏舎中央から奥にかけて死亡が散
在

鶏舎内に散在
鶏舎２階の最南端レーンの手前側１
／４程度付近を中心に、１階、２階
に散在

鶏舎１階北側列中央付近の最下段
鶏舎北側区画の入口に近くで20羽
程度まとまって死亡

発生家きん舎で鶏の死亡が続き、2
鶏1羽が死亡。生存鶏で沈うつ、嘴
から粘液、元気消失

発生日までの死亡羽数の推移（発生鶏舎）

6号舎：（0～1）⇒0⇒0⇒0⇒3⇒2⇒
14
7号舎：（0～1）⇒1⇒0⇒0⇒3⇒1⇒
10

（1～4）⇒2⇒１⇒75⇒12⇒450 （1～3）⇒0⇒0⇒2⇒3⇒11 （0～4）⇒3⇒5⇒3⇒0⇒0⇒1⇒3 5⇒4⇒14⇒4⇒31⇒22⇒84 （5～6）⇒12⇒24⇒54⇒162 （0）⇒1⇒0⇒2⇒3⇒3

当該事例検出の契機
（通報／検査）

通報 通報 通報 通報 通報
検査（管理獣医師が実施した簡易
検査）陽性となり通報

通報

当該事例から３㎞以内の発生事例（発生日、距離）
（当該事例発生日までの事例）

無 無 無 無 無 無 無

周辺農場検査（発生状況確認検査・清浄性確認検
査）、疫学関連家きん飼養農場解除検査、例外協議
検査等の採材日（当該事例発生日までの検査）

- - － -
発生状況確認検査：R6/1/1
清浄性確認検査：R6/1/20

- -

当該事例病鑑前21日以内の簡易検査等実施日（全鶏
舎（全）か発生鶏舎のみ（単）かの別）

R5/11/6
4号鶏舎（370日齢）で10羽採血し
ELISA検査陰性

- － - - - -

当該事例通報時の簡易検査結果
通報契機の死亡鶏は処分
付近で再採材し、6号：死鳥1/1羽、
生鳥4/12羽、７号：生鳥０/５羽

死鶏11/11、生鶏0/2 死鶏11/11、生鶏0/2 死鶏3/3、生鶏0/10 生鶏2/2、死鶏11/11 死鶏11/11、生鶏0/2 死鶏3/3、生鶏1/2

当該事例通報時のPCR検査結果 死鶏1/1、生鶏4/9 死鶏8/8、生鶏2/2 死鶏8/8、生鶏1/2 死鶏4/4、生鶏7/9 生鶏2/2、死鶏8/11 死鶏10/10、生鶏0/0 死鶏3/3、生鶏2/2

強制排気（発生家きん舎）（開放鶏舎の場合、壁に設
置された換気扇からの排気を含む）

無
有
（鶏舎手前側の壁面から吸気、奥側
の換気扇で排気）

無 無 有 有 無

至近のため池等の水場からの距離 約20m（発生鶏舎から水路まで） 約600m 農場境界から約10mに河川 約500m 約1～2kmに河川 80m 約50m

周辺状況

・干拓地に位置し、周囲は水田や河
川及び水路
・農場から約 100m、約700m、約
1.4kmの川にカモ類計670羽以上

・丘陵地にあり、杉林に囲まれ、片
側は斜面
・農場から約600mの池にカモ類、約
1.2㎞離れた有機肥料工場で多数の
カラスとトビ

・平野部に位置、周囲には田畑、竹
林
・300m離れた溜池にカモ類十数羽
・付近には牧場や資源ゴミ工場（空
き缶等）

・丘陵部の斜面に位置
・周辺は畑地、果樹園、雑木林
・1.5km強ほどの河川でツル約240羽

・緩やかな北斜面に位置
・雑木林に囲まれ、畑地が隣接
・農場から約4kmにあるため池、約1
～2kmの河川には水鳥は確認され
ず

・雑木林に囲まれている
・農場から80mのため池で、カルガ
モ11羽、コガモ6羽

・住宅地域に位置し、周囲は田畑
・付近に複数のため池
・約50mの位置のため池（後日カモ
類約20羽を確認）の水は農場に隣
接する田の用水路に流入

疫学情報

直近の導入日・頻度等 直近導入はR5/6/30 直近の導入はR5年７月初旬 直近の導入はR5/10/9 直近の導入はR5/7/21、22 直近の導入はR4/12/20
県内孵化場
直近の導入はR5/11/26

・あいがも以外：直近の導入は
R5/12/17に鶏12羽、あひる2羽
・あいがも：R5年11月に埼玉県の飼
養者から有精卵を購入し自宅でふ
化

生体の直近の出荷日・頻度等（捕鳥・輸送） 直近出荷はR5年6月
無
（経営再開から間もないため）

直近21日間はなし
出荷頻度は1年半に1回

無
（経営再開から間もないため）

直近の出荷はR5/12/26
直近の出荷はR5/10/15～10/20
年４回出荷

無

種卵の直近の導入日・頻度等 - - － - - - あいがも有精卵をR5年11月

食用卵・種卵の直近の出荷日・頻度等 食用卵を毎日朝出荷
概ね２日おきに出荷
直近の出荷はR5/11/25

毎日出荷 毎日出荷 毎日出荷 —
無
（卵は自家消費用）

集卵バーコンベア出口のシャッターの有無、ある場合
に手動又は自動、隙間の有無、家きん舎外バーコン
ベア上のカバーの有無等

—

シャッター無
（厚手の布を隙間に固定して侵入防
止を図っていたが、その後、外れて
しまったとのこと）

－

シャッター有
開口部周囲の覆いに隙間。舎外走
行部のカバー横は固定されていな
いが、内部にブラシ設置

シャッター有
バーコン稼働開始時は自動、終了
時は手動
舎外はバーコン上に覆い有

— —

飼料の搬入頻度・直近の立入日 毎日搬入 直近はR5/11/26 直近はR5/11/28 ４日に１回搬入、直近はR5/12/1 日曜以外毎日
出荷前頃はほぼ毎日搬入
直近はR5/12/31

・精米所の米糠
・自家産のくず米
・近隣商店のくず野菜

敷料の搬入頻度等 — —
平飼い鶏舎に使用していたが、発
生鶏舎には使用せず。

— - -
自己所有水田の稲わら
直近の搬入は発生の３週間前

鶏糞・堆肥の直近の搬出日・頻度

・1～2日に1鶏舎の頻度で衛生管理
区域内堆肥舎に搬出し堆肥化
・近隣の耕種農家が衛生管理区域
境界で引取り
・直近はR5/11/7、14～15

・直近はR5/11/23
・系列農場に搬出

・鶏糞は、３～４週に１度、鶏舎から
取り出し、場内の堆肥舎で発酵処
理。
・完成した堆肥は、近隣の農家に自
農場の車両で搬出。

・鶏糞は週１回スクレーパーとコンベ
アを稼働し、２、３日に１回少しずつ
堆肥舎に搬出。
・堆肥は希望者がいれば、購入者
が来場。R5年11月以降の来場はな
し。

・直近の搬出はR5/12/29
・鶏糞は、３日に１回除糞ベルトを稼
働させ、堆肥舎に運搬。
・堆肥は、製品置場（衛生管理区域
内）に公道を経由して移動させ製品
化。
・製品は、農家が自家用車で引取り
にくることもある。

鶏糞はオールアウト時に堆肥舎へ
搬出。
鶏糞ボイラーで使用するため農場
外への搬出無し。

半年に１回程度除糞し自己所有の
畑に散布。直近の搬出は令和５年
夏頃。

除糞ベルト出口、ピット等のシャッター、蓋等の有無、
隙間の有無等

- シャッター有 - -
除糞ピットの落とし口にコンパネで
蓋、ベルトコンベアの鶏舎外開口部
は地面から上方に設置。

— -

死亡鶏出荷、処理の頻度等
毎朝回収し倉庫内死鳥破砕機で処
理、鶏糞に混ぜて堆肥化

全て自農場で焼却処理
毎日、死鳥処理装置で減容化処理
し、堆肥舎で鶏糞と混合し堆肥化。

毎日の作業終了後に、衛生管理区
域外の共同死鳥保管庫に搬出

毎朝の健康観察時に回収し、衛生
管理区域内の焼却炉で処理

毎朝の健康観察時に回収し、堆肥
舎内の容器に投入。通常時、専用
ネットが設置されているが、発生時
は確認のためネットを外していた。
定期的にレンダリング業者が回収
し、直近の回収は約１か月前。

敷地内に埋却

作業従事者

パート従業員7名
・鶏舎飼養管理・集卵作業5名（うち
集卵室作業2名）
・死亡鳥・鶏糞作業2名

３名 ９名

５名
・農場主（死鳥・鶏糞作業）
・家族３名（鶏舎内及び集卵室作業
２名、集卵室のみ1名）
・パート従業員１名（鶏舎内及び集
卵室作業）

21名
（うち鶏舎担当19名、鶏糞・堆肥担
当２名）

４名 １名

外国人従業員
〇：あり（鶏舎に入る）
△：あり（鶏舎に入らない）
×：農場に入らない
海外渡航歴

無 〇 無 無 〇 無 無

管理獣医師 無
管理獣医師あり。
必要時に立入り。

管理獣医師ありだが、異状鶏が見
られた場合は、家畜保健衛生所に
連絡。

管理獣医師あり。
直近１か月以内の立入なし。

管理獣医師あり。
直近はR5年９月頃

管理獣医師あり。
直近はR5/12/26

無

動物用医薬品
（ワクチンプログラムの有無、販売店の立入り等）

ワクチンプログラム無 ワクチンプログラム無 ワクチンプログラム無 ワクチンプログラム無 ワクチンプログラム無
ワクチンプログラム有
販売店の立入りなし

ワクチンプログラム無

その他衛生管理区域への立入り状況
通報日に鶏舎内修理業者が北側エ
リア鶏舎に立入り。衛生管理区域専
用作業着なし

無 無 無
R5/12/29に関連会社の従業員が
来場したが、鶏舎内には立ち入ら
ず。

なし
私設公園で、来場者は週に１～２組
（主に２、３人）で、立入時の対策は
特になし

その他特記事項 -
R4年シーズン国内47例目（茨城県２
例目）発生農場

-
R4年シーズン国内24例目（鹿児島
県5例目）発生農場

- - -

参考３
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農場情報

農場所在都道府県

農場所在市町村

発生日（疑似患畜判定日）

用途

飼養羽数

飼養形態

家きん舎数

家きん舎・ゲージ構造
（発生鶏舎）

発生鶏舎以外での
殺処分前検査陽性

　うち発生家きん舎（通報時日齢）

通報時の死亡状況

発生日までの死亡羽数の推移（発生鶏舎）

当該事例検出の契機
（通報／検査）

当該事例から３㎞以内の発生事例（発生日、距離）
（当該事例発生日までの事例）

周辺農場検査（発生状況確認検査・清浄性確認検
査）、疫学関連家きん飼養農場解除検査、例外協議
検査等の採材日（当該事例発生日までの検査）

当該事例病鑑前21日以内の簡易検査等実施日（全鶏
舎（全）か発生鶏舎のみ（単）かの別）

当該事例通報時の簡易検査結果

当該事例通報時のPCR検査結果

強制排気（発生家きん舎）（開放鶏舎の場合、壁に設
置された換気扇からの排気を含む）

至近のため池等の水場からの距離

周辺状況

疫学情報

直近の導入日・頻度等

生体の直近の出荷日・頻度等（捕鳥・輸送）

種卵の直近の導入日・頻度等

食用卵・種卵の直近の出荷日・頻度等

集卵バーコンベア出口のシャッターの有無、ある場合
に手動又は自動、隙間の有無、家きん舎外バーコン
ベア上のカバーの有無等

飼料の搬入頻度・直近の立入日

敷料の搬入頻度等

鶏糞・堆肥の直近の搬出日・頻度

除糞ベルト出口、ピット等のシャッター、蓋等の有無、
隙間の有無等

死亡鶏出荷、処理の頻度等

作業従事者

外国人従業員
〇：あり（鶏舎に入る）
△：あり（鶏舎に入らない）
×：農場に入らない
海外渡航歴

管理獣医師

動物用医薬品
（ワクチンプログラムの有無、販売店の立入り等）

その他衛生管理区域への立入り状況

その他特記事項

８例目 ９例目 １０例目 １１例目

香川県 鹿児島県 広島県 千葉県

三豊市 南さつま市 北広島町 富里市

R6/2/6 R6/2/11 R6/3/12 R6/4/29

採卵用育雛育成鶏 肉用種鶏 採卵鶏 採卵鶏

約７万羽 約６千羽 約８万羽 約5.7万羽

ケージ飼い＜発生＞、平飼い 平飼い ケージ飼い ケージ飼い＜発生＞、平飼い

セミウインドウレス２棟＜発生＞
平飼い開放３棟
（うち２棟空舎）

開放鶏舎２棟
高床式開放鶏舎7棟＜発生＞
低床式セミウインドウレス鶏舎１棟

低床式開放舎3棟
高床式開放舎2棟＜発生＞
平飼い開放舎2棟

屋根裏有
屋根に煙突状通気口あり
鶏舎側面に排気ファン
直立４段ケージ８レーン、通路５本

モニター有（前室上部のみ）
鶏舎側面に排気ファン

モニター無、屋根裏無
自然換気

モニター有、屋根裏無
天井に複数のファン

× ×

×
（※家きんでは確認されていない
が、農場の敷地内のハシブトガラス
死体、ネズミ死体で陽性）

×

約30,500羽（66日齢） 約３千羽（245日齢） 14,411羽（357日齢） 16,922羽（442日齢）

発生鶏舎全体に散在 発生鶏舎全体に散在
発生鶏舎中央部分でまとまって死
亡。

発生鶏舎中央付近の4～5ケージで
まとまって10羽程度死亡。

7⇒146⇒182⇒594⇒514⇒約1,000 （0～1）⇒０⇒０⇒0⇒0⇒7 2⇒1⇒3⇒3⇒3⇒20 0～3⇒0～3⇒0～3⇒10

通報 通報 通報
通報（管理獣医師による検査陽性
の通報）

無 無 無 無

- - - -

- - -
R6/4/28、発生鶏舎での管理獣医
師による簡易検査陽性の結果を受
けて通報

死鶏10／11、生鶏0／2 死鶏7／7 死鶏9/11, 生鶏0/2 死鶏11/11, 生鶏0/2

死鶏8／8、生鶏2／2 死鶏7／7 死鶏8/8, 生鶏2/2 死鶏11/11

有
有
（鶏舎入口天井部に吸気口，11月
以降は換気ファン５基中１基稼働）

無 無

約760m 約30m 農場南側に沿って小川が流れる。
北西方向に約100mの場所に谷津
田がある。

・山間部に所在し、周囲は竹林、雑
木林、水田
・周囲にため池、川
・農場から約1.2kmのため池にカモ
類

・山間部に所在し、周囲は竹林、雑
木林、水田
・農場から約1.0kmのため池にカモ
類

・山間部に所在、公道と私道でつな
がっており、農場周辺は森林。
・農場内南側にある休耕田に水が
たまり、池状になっていた。農場南
側に沿って、小川が流れていた。
・農場近隣にはカラス類が多数。

・当該農場は市街地に位置し、農場
周囲は森林であった。農場北西部
は谷津田となっていた。
・谷津田の北側は水田として活用、
中央部は耕作放棄地、南部は東京
湾の汚泥処理場。
・農場から850mの水田、470mの
池、3.1kmの池でカモ類。農場周辺
の林と農場敷地内で野鳥。

直近の導入はR6/1/5 直近の導入はR5/11/6
直近の導入は、R5/11/17
で、年３回の導入

県外2社より導入
直近はR6//3/2

直近の出荷はR6/1/27 直近の出荷はR5/9/20 直近の出荷はR6/1/13

直近の出荷は低床3号からR6/4/15
に県外食鳥処理場へ出荷（捕鳥、
輸送ともに同業者）
85日～91日間隔で廃鶏出荷

- - ‐ ‐

- 毎日出荷 直近の出荷はR6/3/4～11 毎日出荷

- - シャッター無
シャッター無、隙間有、舎外バーコ
ンベアにカバー無

週５回程度搬入
直近は、R6/2/5

４～５日に１回、直近はR6/2/9 毎日
同一の飼料会社から購入
週約5回

—
 （平飼い鶏舎で使用していたが、発
生鶏舎には使用せず）

木材加工センターから導入。
直近の導入はR5/10/15

‐ ‐

・直近はR6/1/27
・生糞を系列農場の車両で搬出

オールアウト時に搬出。
直近の搬出は、R5年９月

3か月に1回の頻度で重機で搬出
し、堆肥舎で堆肥化。

高床式鶏舎についてはオールアウ
ト時に重機で集糞、低床鶏舎につい
ては2週間に1回重機で集糞、平飼
いについては出荷後に床に敷かれ
たすのこを分解し集糞

鶏舎内の除糞ピットの落とし口には
蓋が設置されているが、隙間あり

- ‐ ‐

毎朝の健康観察時に回収し、プラス
チック製の袋に入れて鶏舎内で一
時保管した後、発生農場から約４km
離れた系列農場に隣接する処理施
設に搬出し、発酵堆肥化処理。

毎朝の健康観察時に回収し、紙袋
に入れ、ほぼ毎日、農場主が約
900m離れた系列の関連農場に搬
出

1日2回（午前、午後）の見回りで回
収し、鶏糞とともに堆肥化。

毎日の見回りの際に回収し、死亡
鶏処理機でコンポスト化。

６名
（育雛担当は、最寄りの疫学関連農
場の飼養管理も担当）

３名
・農場主は洗卵室での業務打ち合
わせと死亡鶏の運搬
・鶏舎内へは通常入らない

15名
（うち飼養管理担当6名）

14名
（うち飼養管理者4名）

無
○
（直近１か月の帰省なし）

〇
（直近1か月の渡航歴なし）

×

管理獣医師あり。直近１か月の立ち
入りはなし

管理獣医師あり。但し、現在のロッ
トの導入以降は、訪問なし。

無
管理獣医師あり
直近の立ち入りはR6/4/28

ワクチンプログラム有
ワクチンプログラム有
ワクチン接種は導入前に実施

ワクチンプログラム有
販売店から、月に１～３回搬入
直近はR6/3/4、2/28、2/14

消毒後、衛生管理区域へ搬入（ワク
チンはひなの導入元で実施）

石油会社（R6/1/23） 無 無 無

- - - -
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